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図害室から利用者への‘情報発信

Ｉ．はじめに

図書室を少しでも多くの人に利用してもら

い、図書室の存在意義を高めるために、図書室

から利用者に向けて役立つ情報を発信すること

は、司書の大切な仕事の一つと考える。しかし、

日々の業務と平行しながら限られた時間の中

で、いかに有用な情報を発信していくのか。耳

原総合病院（以下、当院）図書室における活動

を紹介していきたい。

Ⅱ、方法と対象者

情報発信は、印刷物の配布や掲示、新卒医師

や新たに入職した医師に対するオリエンテー

ションという形で行っている◎

図書室が医局の奥にあり、図書室専用の掲示

板なども設置していないので、掲示は全て医局

の掲示板と図書室内に行っている。医局の掲示

板といっても、特に図書室コーナーがあるわけ

ではないので、他の掲示物に埋もれてしまう可

能性も大いにある。そのため、掲示物は内容を

簡潔かつ明確にし、しかし全体的には目を引く

ように作成するように心がけている。

新卒医師と年度途中に入職してきた医師に

は、当院オリエンテーションの一環として、必

ず図書室オリエンテーションを行っており、こ

こで、図書室の基本情報を伝えるようにしてい

る。オリエンテーションの詳しい内容は、次の

Ⅲ‐ｌで述べる。

情報発信の対象者は、現段階では医師のみで
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ある。医局内に図書室があり、情報の提示も医

局内ということで、現在では必然的に医師にし

か発信されていないが、たまに看護師やコメ

デイカルスタッフが、「病院内に図書室がある

のは知らなかった」と言いながら来ているのを

見ると、何とか図書室情報の発信対象を広げた

いと思う。

2004年５月よりイントラネット版ホームペー

ジがテスト運用されており、現在まだ数は少な

いものの、各課や部門が情報を発信しはじめて

いる。ここに是非図書室のページも開設したい

と考えている。そうすれば、情報発信の方法の

幅も対象者も広がり、より多くの人に図書室の

機能を知ってもらえると思う。

Ⅲ、情報の発信

１．図書室オリエンテーション

Ⅱでも述べたように、新卒医師や年度途中に

入職してきた医師には、図書室オリエンテー

ションを行っている（図ｌ）。この場で、所蔵

資料や書籍貸出に関するルール、図書室もしく
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図１．図書室オリエンテーション
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が狭まり

で開催している図書委員会での決定事項、新た

に始めるサービスのお知らせなどである。月に

よってはお知らせする情報がほとんどないとい

うこともあるが、全医師に対して図書室からの

情報を発信できる良い機会なので、例えば、紛

失雑誌や書籍が多いなと感じた時は、図書室利

用のルールを再度確認するなど、なるべく多く

の事項をお知らせするようにしている。

現段階では、まだ紙面上での「お知らせ」作

成のみではあるが、Ⅱで述べたように、イント

ラネット版ホームページに図書室のページを開

設した折には、ぜひ「図書室だより」として、

他科に向けても図書室の情報を発信していきた

いと思っている。

３．不定期なお知らせ

図書室主催の勉強会のお知らせや、新たに始

めるサービスのお知らせなどは、上記「図書委

員会からのお知らせ」でも必ず行うが、１度の

お知らせでは足りない時や、少しでも多くの人

に参加してもらいたい時などは、必ず、別に掲

示物を作成している（図３，図４）。いつどこ

Iま個人での書籍の購入方法、文献検索・ＥＢＭ

ツール、そして文献複写申し込み方法などにつ

いて詳しく説明している。また新卒医師に対し

ては、文献検索ツールの使い方もオリエンテー

ション時にレクチャーしている。図書室にパソ

コンが１台しかないので、なかなか全員に試し

てもらうというわけにはいかないが、検索ツー

ルの使用に'慣れていない医師を中心に、文献検

索の基本操作を練習してもらうようにしてい

る。

オリエンテーションで一通り説明しても、そ

の都度質問されることは度々あるが、医師に

よって「こんなサービスがあるのを知らなかっ

たよ」ということがないように、必ず全員にオ

リエンテーションを実施している。

２．図書委員会からのお知らせ

当院では、定期的な「図書室だより」の発行

はしていない１．２)。しかし、月１回開催される

全科医局会で、「図書委員会からのお知らせ」

を配布し、その内容は口頭でも連絡をしている

(図２)。内容は、新規購入書籍の案内、月１回
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図３．文献検索ツール勉強会のお知らせ

で何を行うのかはもちろん、具体的にどのよう

な内容か、参加することのメリットは何かを明

確にするようにしている。また、ワードアート

を使用したり、注意事項や重点ポイントは太字

にするなどしてキーワードがすぐに目に入るよ

うにし、全部を読まなくても、大まかな趣旨は

理解できるように工夫している。

４．その他

上記Ⅲ‐ｌ～３のとおり、色々な印刷物を通

じて、少しでも多くの情報を発信するようにし

ているが、やはり見落とす場合もあると思われ

る。そこで、図書委員会で新たに決定したこと

や、掲示物の内容などは、毎朝の朝礼時に随時

連絡することにしている。時間の限られた朝礼

なので長々と話すわけにはいかないが､例えば、

勉強会に関してのお知らせなら、勉強会開催決

定の直後、１週間前、当日、というように何度

も対象者に情報を提供できるメリットがある。

また、せっかく毎日医局内にいるのだから、

日々の声かけも欠かさない。「○月×日にこの

ような勉強会がありますよ」「こんな書籍が入

－１５９－
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・・・等々多くのメリットも。先生方のお役に立てれば

幸いです。是非ご利用ください．

好評であれば、回数を畑やしていく予定です。

図４．新サービス開始のお知らせ

荷しましたよ」など、どんな些細な情報でも、

一人でも多くの人に伝わるようにしている。

Ⅳ．終わりに

今回、改めて図書室からの情報発信のあり方

を考えた。現段階での図書室利用者は、大半が

医師に限られており、何とか発信すべき情報は

発信していると思われる。今後の課題は、情報

発信対象者の拡大と発信方法の効率化である。

まずは、早急にイントラネット版ホームページ

に図書室情報を掲載し、図書室の利用者を増や

していくとともに、いつでも図書室についての

情報を得られる環境を作っていきたい。
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